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参加する皆さんへ

国際研究発表会は、日頃の研究・学習成果を発表し、交流することを目的として開催

します。発表を通じて、参加者の皆さんの研究・学習活動に向けてモチベーションを高め

る機会となることを願っております。

注意事項

参加者の個人情報（氏名、所属機関等）、研究成果に関する内容（テーマ、要旨

等）について、また開催期間中に撮影する映像・写真などは、主催者が作成する報告

書、ホームページ等で公開する場合があります。
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国際研究発表会

〇日程：令和5（2023）年2月12日（日）9:00-12:00

口頭発表は対面で行います。発表はオンライン（Zoom）で配信予定です。

口頭発表について

発表者の皆さんが実施した研究またはASCENTプログラムで学んだことについて

PowerPointを使った口頭発表、及び質疑応答を対面で実施します（Zoomのライブ配

信・録画を行います）。口頭発表・質疑応答は英語で行います。

〇タイムテーブル

時間 会場 内容 詳細

08:00-08:30 教育学部2号館 受付 発表会場にて受付

09:00-10:00 教育学部2号館 口頭発表（1）

①09:00-09:15
②09:15-09:30
③09:30-09:45
④09:45-10:00

10:10-11:10 教育学部2号館 口頭発表（2）

①10:10-10:25
②10:25-10:40
③10:40-10:55
④10:55-11:10

11:20-12:20 教育学部2号館 口頭発表（3）

①11:20-11:35
②11:35-11:50
③11:50-12:05
④12:05-12:20

〇参加対象者

発表者：課題研究を行っている高校生

ASCENTプログラム第2期・第3期の二次選抜生、第3期の一次選抜生

当日、千葉大学西千葉キャンパスにお越し頂ける方

発表者は指定された時間に口頭発表を行います。指定された時間帯以外は自由に他

の発表を聞いて下さい。
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〇研究発表と質疑応答

・発表グループを12に分けて実施します。発表時間は後日ご連絡いたしますが、スケジュー

ルは事前にご確認下さい（参照P.3）。

・進行役の指示に従い、1発表につき 発表8分、質疑応答4分 で行ってください。

・発表の様子はZoomで配信、録画を予定しています。

・発表会終了後、コメントシートを送付します。

〇参加方法

①一般の方：高校生

高校の担当教員よりお申込みをお願いいたします。

課題・名簿をご提出頂きます。参加をご希望の旨を先生に伝え、次世代才能支援室

（jisedai-ap@chiba-u.jp）までご連絡下さい。

②ASCENTプログラム受講生：二次選抜生もしくは推薦された一次選抜生

個人でのお申し込みが可能です。次世代才能支援室までご連絡下さい。
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〇スライド作成要領

（1）作成の前に

①PowerPointを利用して、スライドを作成します。スライド枚数8枚程度。

②資料は英語で作成してください。発表も英語で行います。

（2）スライドの作成

①Microsoft PowerPointを利用してスライドを作成します。

・Windows版は 2010/2013/2016/2019/2021/Office365を利用してください。

・Mac版は2019/2021/Office365を利用してください。

・フォントはOSに標準掲載されているものをご使用下さい。

・PDFデータでのプレゼンテーションも可とします。

②スライドのサイズは、縦３：横４で作成してください。

③動画を挿入する場合は、mp4形式でスライドに埋め込んでください。

④1枚目のタイトルスライドには、発表タイトル、氏名、学校名、学年を明記してください。

（3）提出について

スライドデータ（PowerPoint）をメールで提出してください。



SDGsワークショップ

〇日程：令和5（2023）年2月12日（日）12:35-16:45（予定）

SDGsワークショップは対面で行います。

SDGsワークショップについて

本ワークショップでは、SDGs目標12「つくる責任つかう責任 (ターゲット3)」について、グ

ループに分かれて考えます。各グループで話し合い、ポスター制作、発表を英語で行います。

ワークショップの前に同じグループの人と一緒に食事を取りながら、交流を深めておきます。

〇タイムテーブル

時間 会場 内容 詳細

12:35-13:35 教育学部2号館 昼食

13:40-14:40 教育学部2号館 SDGsワークショップ グループで話合い

14:40-15:20 教育学部2号館 SDGsワークショップ ポスター制作

15:20-15:50 教育学部2号館 SDGsワークショップ ポスター発表

16:10-16:40 教育学部大講義室 ラップアップ・閉会式

16:45 解散（予定）

〇参加対象者

発表者：高校生もしくはASCENTプログラム受講生。

当日、千葉大学西千葉キャンパスにお越し頂ける方。
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〇ワークショップ（グループでの話し合い）について

・1グループ6～9名のグループに分かれて話し合いを英語で行います。

・目標12「つくる責任つかう責任（ターゲット3： 2030年までに小売・消費レベルにおけ

る世界全体の一人当たりの食品廃棄物を半減させ、収穫後損失などの生産・サプライ

チェーンにおける食品の損失を減少させる）」についてKJ法を用いて話し合いを行います。

※KJ法とは

断片的な情報・アイディアを効率的に整理する目的で用いられる手法です。付箋に1つ1つの情報

を記し、その付箋を並び替えたりグルーピングしたりすることで情報を整理します。

〇参加方法

①一般の方：高校生

高校の担当教員よりお申込みをお願いいたします。

発表タイトル・名簿をご提出頂きます。参加をご希望の旨を先生に伝え、先生から次

世代才能支援室（jisedai-ap@chiba-u.jp）までご連絡下さい。

②ASCENTプログラム受講生：一次選抜生、二次選抜生

個人でのお申し込みが可能です。次世代才能支援室までご連絡下さい。

〇ワークショップ（ポスター作成）について

・グループごとにKJ法で話合いを行ったことをまとめてポスターを1枚作成します。

・A0サイズの模造紙1枚にまとめます。

・使用する付箋、マーカーはこちらで用意いたします。

〇ワークショップ（ポスター発表）について

・作成したポスターをもとにグループごとに発表を英語で行います。
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